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O解説

文化庁、東京都など各官庁の学芸員の方々、ならびに、文化着物の権

威北村哲郎先生、人間国宝染色家小宮康孝先生のご協力をえての制作作

品「くらしを衣裳で残す－水島家の明治・大正・昭和一」

咄弾

－グよりシナリオプロロ

陣 品、

、今風のしゃれたファ､ソションで行き交う若者たち。

にカメラをP．Uする。

ヨンの窓へZ・Uo

○六本木の町の喧騒

その人群れを背景

そしてあるマンシ

○マンションの一室

様々に積みkげら

ルーペで衣裳の細

N:あるマンショ

大正、昭和を

衣裳だけでな

近い時代の貴

○同二人の先生の

N:この遺品を残

ど膨大な遺品

しばらく呆然

衣裳の専門家

一端をたどっ

野L

率 乱 と印 泓
由

出
挙

れた衣裳箱の山。

部を見ている北村先生と小宮先生の姿力ざある。

ンの部屋部屋に、膨大な衣裳が集められている。これらは、|1jl治

牛きたひとりの女性の遺品である。

く、様々な牛活用品がほぼ完壁に近い形で残されていて、比較的

重な資料となっている。

作業を手伝っている久実さんと佳世さんの姉妹がいる。

したのは、この二人の女性の趾である。ふたりは母の生前これば

があるとは知らされていず、整理を始めてみてその量のおおさ{』

とし、またその魅力に取りつかれて行った。

の北村先生と小宮先生の助言を得ながら、当時の庶民の衣生活の

てみよう。

〔千代さんのこと〕

－－_一…一－－

●協力

共立女子大学教授＝北村f斥郎

頑要無形文化財保持者＝小宮康孝

劇作家・｢船場を語る会｣会員＝香村菊雄

、
ヘ

映画の主人公「水島千代」は大阪・船場を心の故郷に、昭和11年、東

京にて、結婚。以来、東京を住処とし、昭和61年、75歳の生涯を幕じた

実在の女性。

千代は一人娘であった。その母阿以も一人娘で、そして、祖母琴もま

た養女であるが一人娘であった、三代の女系家族 。明治・大正・昭

和の「衣裳＆雑貨」の数々カゴ遣った。衣裳だけでなく生活用品のll｣であ

った。女の絆ゆえなせる業なのか……。

それらを受け継ぎ、整理する千代の娘、久実・佳枇姉妹。

資料整理･総合進ｲj=林千恵］

●スタッフ

製作＝村山和雄

福間11個子

脚本＝大島菩助

福間順子

演出＝大局善助

原村政樹

撮影＝村III和雄

木村光ｿ）

照明＝水村富列

音楽＝角lll 敦

録音＝朝日スタジオ

解説＝杉田郁子映画は、「衣裳｣にスポットライトをあて、千代結婚昭和11年でジ・

エンドいたします。姉、小島久実の協力の中、正田佳枇作「水島家の御

衣裳」を基に、映画化された次第です。二人の姉妹は、これら膨大な母

の遣した品々を博物館に寄贈寄託して、より多くの人々の参考に供した

原案＝｢水島家の御衣裳｣正田佳世

いと願っております
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